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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、DnaJまたはHsp40（熱ショックタンパク質40kD）ファミリーのタンパク質をコードします。DNAJファミリーのメンバーは、「Jドメイン」と呼ばれる高度に保存されたアミノ酸配列を特徴とし、タンパク質のフォールディングやオリゴマータンパク質複合体の組み立てなど、幅広い細胞イベントに関与する分子シャペロンの2つの主要なクラスの1つとして機能します。コードされているタンパク質は、Hsp70熱ショックタンパク質のATPase活性を刺激する分子シャペロンであり、タンパク質のフォールディングを促進し、ミスフォールドしたタンパク質の凝集を防ぎます。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2015年9月]、機能：HSP70と相互作用し、そのATPase活性を刺激します。 HSC70とHIPの会合を刺激する。,誘導:熱ショックによる。,類似性:1つのJドメインを含む。,細胞内局在:熱ショックを受けると、細胞質から核、特に核小体へ急速に移動する。,サブユニット:DNAJC3と相互作用する。,
	研究分野
	シグナル伝達
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	HSP40抗体を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HSP40抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	COLO205細胞ライセートのHSP40抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	HSP40ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

